
臨床実習のさらなる充実化に向けて 

共用試験（CBTおよびOSCE）による資格化 

  共用試験検討ＷＧ設置(平成24年度） 

  全国医学部長病院長会議からの証明書発行 

  

医学実習生（Student Doctor）の診療参加型  
臨床実習 

  「資格化」により国民・患者の理解が深まる 

  十分な期間確保と内容の充実化が可能となる 

 

 



素点の平均（％）の推移 ＩＲＴ標準スコアの平均の推移 

これまでのＣＢＴ成績の経年変化 
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素点（100点換算）の分布 

相
対
度
数
（％
） 

得点（100点換算） 
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ＩＲＴ（能力値） 標準スコア 

15     25     35     45     55     65    75     85     95 

IRT 標準スコアの分布 

平成24年度（2012年度）ＣＢＴ全国成績 

43 

最低合格ライン 

2006年度平均値 

過去3年平均値 

59 

再試験 

-1.5SD 



全国医学部長病院長 

会議事務局 
共用試験実施 

評価機構（ＣＡＴＯ） 

+ 
ＣＢＴ受験 

ＯＳＣＥ施行 

医学生 

医学部・医科大 

「 医学実習生 」 

出
題 

解
答 

各大学受験者 

への成績開示 

（再試験施行） 

証明書発行 

ＣＢＴ合格最低点報告 

ＯＳＣＥ実施報告 

病院実習 

（診療参加型臨床実習） 

共用試験全国統一質保証システム 

ＣＢＴ推奨最低合格ライン発表 

各大学実績ホームページ公表 

国民・患者の理解向上 

“Ｓｕｔｕｄｅｎｔ Ｄｏｃｔｏｒ” 



共用試験全国統一質保証システム 

 CBTの統一合格水準の発表 

  過去3年の平均値、標準誤差から         

  能力値(IRT)43を推奨最低合格ライン 

適正なOSCEの実施と評価 

各大学の独自試験による学生評価 

全国医学部長病院長会議による証明書発行 

  ホームページでの公表 

平成25年をトライアル年度とし、平成26年度 
より本格運用 

   


